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2013.6.6 日本赤十字社診療放射線技師会学術総会  CT分科会講演 
 
ＣＴの被曝低減 
                            ＣＴ分科会世話人 



































2013/06/07 日赤技師会総会 京都第二赤十字病院  
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ＣＴ分科会実験報告 
             ―テーブルの高さで何が変わるか一 
  平成 25年度ＣＴ分科会世話人施設のＣＴ装置、京二：Aquilion 64CX（東芝）,  
松山：Aquilion 64CXL（東芝）,大阪：750HD（GE）、成田：DefinitionＡ +（シーメンス） 
による CT-AECシステムの動作確認テスト結果報告。 


























































































         750HDは低値となった。 
Scout(90、W)：CXL,750HD,DF(+)は高さに関係なく一定値、 
                 CXは高くなると高値を示す。 
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   が見られる。 
CX:テーブル中心より下方で変動が見られる。 
      750HD:中心より上方にて変動が見られる。 
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 るが SDが上昇画質も低下する傾向を示す） 
・逐次近似再構成を用いることでさらに画質の向上、被曝の低減が可能である。 
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